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 明日から３３日間の夏休みが始まります。１学期前半の６８日間，子供たちが事故なく登校できたこ

とは，保護者の皆様のお子さんへの励ましや地域の皆様の見守りがあってのことと考えています。これ

まで学校の教育活動へのご理解とご協力に心より感謝申し上げます。 

 子供たちが健康で安全に有意義な夏休みを過ごすことができるよう，本日配付いたしました「夏休み

のくらし」の内容をお子さんと確認していただきますようお願いいたします。 

 

夏休み中の健康管理について                  

＜小学校・中学校および高等学校等における夏季休業に向けた新型コロナウイルス感染症対策の徹底

について（文部科学省）＞より抜粋 

１ 感染症予防 

（１）毎日，検温と健康観察を行い，発熱等の風邪症状がある場合には，自宅で休養する。 

（２）身体全体の抵抗力を高めるため，適度な運動，バランスの取れた食事，休養及び睡眠の調和のと

れた生活をする。 

（３）せきエチケットや手洗いなどの基本的な感染対策と３つの密（密閉，密集，密接）を避ける。 

（４）大声での会話を控え，会食後の歓談時には，マスクを着用する。 

２ 熱中症対策 

（１）気温や湿度，暑さ指数（ＷＢＧＴ）が高いときは，外での活動を控え，室内で過ごす。 

（２）屋外で人と十分な距離を確保できる場合には，マスクを外すようにする。 

 

水の事故（ため池や水路等）に注意を              

 ７月１５日（金）と１６日（土）の大雨による土砂崩れや水路や堀，川の増水による道路の冠水等が

ありました。２０１７年には，ため池での痛ましい事故がありました。子供たちが安全に夏休みを過ご

すために，ため池や水路等で遊ばないようお声掛けをお願いするとともに遊んでいる子供がいましたら

注意のお声掛けをしていただければと思います。子供たちの命を守るためのご協力をお願いいたします。 

＜ため池・水路等の主な危険個所＞ 

 ① 須摩屋八軒・船越方面のため池 ⇒ 有刺鉄線がなく，フェンスが低い 

 ② 須摩屋高原用水路       ⇒ フェンスがなく，用水路に降りて行くことができる 

③ 下野田用水路         ⇒ フェンスが傾いている箇所がある 

④ マリス公園脇大堀川      ⇒ ボールが入るとフェンスを越えて取りに行っている 

⑤ 石雲寺近くため池       ⇒ フェンスがない   

 ⑥ 松山公民館横の駒池      ⇒ フェンスがない 

  ※ 上記の他にもため池や水路等があります。危険だと思われるところがありましたら，学校へお

知らせください。 

大崎市立松山小学校 

学校だより 第４号 

令和４年７月２０日 

 学校教育目標  共に学び合う やさしく たくましい子供 

目指す児童像  『知』かしこく  『徳』やさしく  『体』たくましく 

松山っ子の合言葉  『ま』真面目に頑張る子 『つ』強く優しい子  

『や』やり抜く子    『ま』真心込めた挨拶ができる子 



日 月 火 水 木 金 土

8/23

全校集会

４時間授業

12：10下校

24 25

読み聞かせ

委員会活動

26 27

28 29 30 31 9/1

クラブ活動

2

6年松中

　オープンスクール

3

4 5

５年校外学習

　トヨタ工場見学

6 7

学習参観

1,2時間目1,3,5年生

3,4時間目2,4,6年生

8

交通安全教室

クラブ活動

9 10

11 12

全学年５時間授業

学校徴収金引落日

13 14 15 16

４年校外学習

プラネタリウム見学

17

18 19

敬老の日

20

Ｍタイム

21

3,4年生遠足

22

1,2年生遠足

23

秋分の日

24

25 26

全学年５時間授業

27

全学年５時間授業

28

全学年５時間授業

29

全学年５時間授業

30

全学年５時間授業

＜夏休み中の主な予定＞

　７月２５日（月），２６日（火），２９日（金），８月１日（月）　三者面談

　８月１４日（日）　まつやま夏まつり　６年生有志　「松小ソーラン」で参加　１７：００頃

　８月２０日（土）　ＰＴＡ奉仕作業　６：００～７：００　地区ごとに校舎の窓ふきと校庭の草刈り

スクールカウンセラー来校日　8月２６日（金），９月９日（金），１６日（金）

 

８，９月の行事予定（新型コロナウイルスの感染状況により変更になることがあります）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着衣水泳                            

 水による事故から自分の命を守る授業「着衣水泳」を行いました。 

 大事なことは『浮いて（救助を）待つ』ですが，子供たちは，衣服を身に付けた状態で浮き続ける難

しさを感じたようです。ペットボトル等を浮くための補助具としました。浮きやすくなりますが長い時

間浮き続けることは，難しいことです。 

 夏休みにご家族で遊泳や水遊び等に行かれる場合は，ライフジャケットの着用をお勧めします。 

  

 

 

 

 

                            


